
令和７年度 第１回朝霞市健康づくり推進協議会 

 
                                          日 時 令和７年７月１０日（木） 

午後２時～３時 

会 場 朝霞市保健センター 

 ２階 健康教室 
 

会 議 次 第 

 

 
 

１ 開 会    

         

２ 委嘱書交付  

 

３ あいさつ   

 

４ 新委員紹介  

 

５ 議 題 

（１） 会長・副会長の選出について 

（２） 令和６年度保健事業について（実績報告） 

令和７年度保健事業について（計画） 

（３） 新型インフルエンザ等対策行動計画について 

（４） 健康まつりについて 

（５） その他 

 

  

６ 閉 会 



〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

円

ALKOOマイレージ申込件数 965 人

講演会参加者数 27 人

ASAKA健康ラウンジ参加者数 100 人

健康あさか普及員登録者数 427 人

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

成人歯科健康診査 １６歳以上の市民 保健センター

幼児歯科健康診査 幼児（５歳児） 市内協力歯科医院47箇所

フッ化物塗布 ３歳児健康診査受診者 保健センター

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

個別相談（電話・面接・訪問） 計80件

精神保健福祉相談（精神科医、精神保健福祉士） 延べ11回実施

ゲートキーパー研修 参加者数 80人

こころの体温計 市民等アクセス数 23,284件

令和６年度　保健事業実績報告 資料１

〈事業名〉 あさか健康プラン２１推進事業

〈事業費〉 1,918,549

〈概 　要〉

〈事業名〉 歯科保健事業

〈概 　要〉

事業名 対象 受診者数 実施場所 実施回数・期間 費用

  100人 ６回

273人 ９月～11月

848人 24回

〈事業名〉 精神保健相談事業

〈概 　要〉

〈事業名〉 自殺対策事業

〈概　 要〉

事務事業名 あさか健康プラン２１推進事業

　あさか健康プラン２１を推進したことで、市民一人ひとりが前向きに元気で生活することに寄与することができまし
た。あさか健康プラン２１（第３次）の開始にあたり、広報及び健康づくり講演会にて計画策定の報告と内容の紹介を
行い、市民に市の健康づくりについて知ってもらう、自身の健康づくりについて考えていただく機会を提供することが
できました。

事務事業名 歯科保健事業

　幼児及び成人に対して歯の健康診査、フッ化物塗布、保健指導、健康教育を実施したことで、虫歯予防や歯周病予
防に寄与することができました。

無料

事務事業名 精神保健事業

　朝霞市自殺対策計画の進捗管理を行ったことで、自殺対策の推進を図ることができました。また、ゲート
キーパー研修等を充実させたことで、さらなるこころの健康づくりの推進を図ることができました。
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〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

・成人健康診査：健康診査の実施。健診結果を階層化し、必要な者に保健指導を実施。

・健康診査（生活保護受給者）：健康診査及び保健指導の実施。

・肝炎ウイルス検診：肝炎ウイルス検診及び必要に応じ保健指導の実施。

受診者数

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

対象 ： 40､45､50､55､60､65､ 70歳の女性

実施方法 ： 手首Ｘ線検査（ＤＸＡ方式） 実施回数 ： 10回

実施場所 ： 保健センター 受診者数 ：

　がん検診を実施したことで、がんの早期発見・早期治療に寄与することができました。

〈事業名〉 がん検診事業

〈概 　要〉 がん検診の種類 受診者数 対象者

胃がん 5,306 人 30歳以上

子宮がん(頸部) 4,993 人 20歳以上の女性

子宮がん(体部) 再掲 536 人 20歳以上の女性

乳がん 4,852 人 30歳以上の女性

大腸がん 8,785 人 30歳以上

肺がん 9,398 人 30歳以上

肺がん(喀痰) 再掲 218 人 30歳以上

前立腺がん 3,103 人 55歳以上の男性

〈事業名〉 成人健康診査事業

〈概 　要〉

検査項目等 対象者 実施場所

成人健康診査(集団健診) 30歳から39歳 保健センター 318 人

健康診査(個別健診) 40歳以上の生活保護受給者 協定医療機関 243 人

肝炎ウイルス検診 肝炎ウイルス検診を受けたことのない40歳以上 協定医療機関 177 人

〈事業名〉 骨粗しょう症予防事業

〈概 　要〉

1,073人

事務事業名 がん検診事業

事務事業名 成人健康診査事業

　健康診査で、内臓脂肪症候群(メタボリックシンドローム)の該当者・予備軍を抽出し、必要な人に保健指導を実施
したことで、生活習慣を改善するための機会を提供することができました。

事務事業名 骨粗しょう症予防事業

　骨粗しょう症の予防検診・教室など、早期発見とその予防法について啓発活動を実施したことで、生活習慣を見直
す機会を提供することができました。今年度は対象者に個別通知をしたため受診者の大幅増加につながりました。
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〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

実績については下記参照

〈令和6年度　予防接種実績〉

帯状疱疹任意予防接種費補助事業

円

接種件数：1,195

接種人数：

　各種定期予防接種等を実施したことで、感染症の感染及び発症予防、症状の軽減化を図ることができました。

〈事業名〉 予防接種事業

〈概 　要〉

種類 実施者数 接種率 対象者

ロタリックス 1,044 人 47.2% 出生６週０日後～出生２４週０日後

ロタテック 1,652 人 49.7% 出生６週０日後～出生３２週０日後

B型肝炎 3,205 人 96.5% 生後２か月～１歳に至るまで

ヒブ 1,183 人 26.7% 生後２か月～５歳に至るまで

小児用肺炎球菌 4,419 人 99.8% 生後２か月～５歳に至るまで

四種混合 1,456 人 29.7% 生後2か月～７歳６か月に至るまで

五種混合 3,140 人 64.0% 生後2か月～７歳６か月に至るまで

不活化ポリオ 2 人 0.0% 生後2か月～７歳６か月に至るまで

ＢＣＧ 1,078 人 97.4% １歳に至るまで

水痘 2,191 人 90.9% １歳～３歳に至るまで

麻しん風しん（第１期） 1,080 人 96.3% １歳～２歳に至るまで

麻しん風しん（第２期） 1,238 人 94.4% 平成30年4月2日～平成31年4月1日生

麻しん 0 人 0.0%

風しん 0 人 0.0%

二種混合（第２期） 1,028 人 80.3% １１歳～１３歳未満

高齢者インフルエンザ 13,326 人 46.4% 65歳以上の方、60歳以上65未満で条件を満たす方

高齢者新型コロナウイルス 5,355 人 18.7% ６５歳以上の方、６０歳以上６５未満で条件を満たす方

高齢者肺炎球菌 345 人 28.5% 65歳、60歳以上65未満で条件を満たす方

風しん抗体検査 218 人 1.5% 昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生の男性

※上記定期接種者の他キャッチアップ接種実施者　3,528人　

〈事業名〉

〈事業費〉 4,764,000

〈概 　要〉

853

事務事業名 予防接種事業

ロタ
ウイルス　

１歳～２歳に至るまで、又は、
平成30年4月2日～平成31年4月1日生

日本脳炎（第１期） 3,515 人 95.2%
生後６か月～７歳6か月に至るまで
※特例対象者は２０歳未満

日本脳炎（第２期） 1,362 人 99.6%
9歳～１３歳未満
※特例対象者は２０歳未満

ヒトパピローマウイルス
（2価、４価）

1,134 人

63.9%
小学6年生～高校1年生相当年齢及び平成9年4
月2日～平成20年4月1日生の女子　ヒトパピローマウイルス

（９価）
※

風しん第５期定期接種
（麻しん風しん混合）

59 人 96.7%
昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの
男性で、風しん抗体検査の結果、十分な量の風し
んの抗体がないと判明した方

50歳以上の市民を対象に、帯状疱疹の発症や重症化を防止し、市民の健康保持に寄与するととも
に経済的負担の軽減を図るため、任意予防接種に係る費用の一部を助成しました。
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〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

開所日数 日

入場者数 人 （1日平均 人）

利用内訳 プール 人

　 リフレッシュルーム 人

　 トレーニングルーム 人

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

健康増進センター防火シャッター修繕

健康増進センターの防火シャッター(２枚)の修繕

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

早期不妊検査費助成補助金 99件

不育症検査費助成補助金 13件

早期不妊治療費助成補助金 69件

〈事業名〉 健康増進センター管理運営事業

〈概 　要〉 329 

249,269 758

151,154 

27,771 

70,344 

〈事業名〉

〈概 　要〉

〈事業名〉 早期不妊検査費・不育症検査費・早期不妊治療費助成事業

〈概 　要〉

事務事業名 管理運営事業（健康増進センター）

　健康増進センターの管理運営を行ったことで、市民の健康の維持・増進及び体力づくりに寄与することができまし
た。

事務事業名 施設改修事業（健康増進センター）

建築基準法による定期検査で要是正の指摘を受けた防火シャッター2枚の修繕を実施したことで、災害時に使用で
きるようになりました。

事務事業名 地域医療確保事業

　晩婚化に伴う妊娠率の低下や、妊娠・出産のリスクが高まる中で、子どもを望む夫婦に対して、早期不妊治療、早期
不妊検査及び不育症検査に対する助成をしたことで、少子化対策に寄与することができました。
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〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

発育発達相談

精神発達相談 全 1１回 延べ　34人

心理相談 全 36回 延べ　87人

発達検査 全 9回 延べ　16人

巡回相談（保育園、幼稚園、小・中学校） 計　106回実施

１歳６か月児健診・３歳児健診での心理相談員による相談

１歳６か月児健診 ２４回 ３歳児健診 ２４回

親子グループ指導

ひまわり教室 全 10回 延べ　 27人

こぱんだグループ 全 24回 延べ　126人

にじいろいるかグループ 全 24回 延べ　134人

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

一般健康診査１４回 延べ

風疹ウイルス抗体検査 〃

Ｂ型肝炎抗原検査 〃

Ｃ型肝炎抗体検査 〃

子宮がん検診 〃

HIV抗体検査 〃

HTL-V1 〃

クラミジア 〃

新生児聴覚検査 〃

産婦健康診査 〃

〈事業名〉 発達相談、巡回相談等の相談支援業務

〈概 　要〉

〈事業名〉 乳幼児期からの早期発見と支援事業

〈概　 要〉

〈事業名〉 妊婦一般健康診査等事業

〈概 　要〉 14,214人

1,197人

1,197人

1,197人

1,157人

1,196人

1,198人

1,125人

1,033人

1,012人

事務事業名 育み支援バーチャルセンター事業

　発達障害を含む発達につまずきのある子どもたちの早期発見、早期支援と、途切れのない総合支援を図る育み支
援バーチャルセンター事業が利用されたことで、多くの発達障害児者の地域生活支援に寄与することができました。

事務事業名 妊婦一般健康診査等事業

　妊婦一般健康診査に係る費用のうち１４回分、新生児の聴覚検査１回分、さらに令和５年度から産婦健康診査１回分
の費用を助成することで、多くの妊産婦に対し、妊娠中の異常の早期発見と適切な治療や保健指導を実施すること
ができました。また、新生児の聴覚検査実施による早期発見や、産婦に対する産後うつの予防、新生児への虐待予防
に寄与しました。
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〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

健診の種類

４か月児健康診査 1,064人

１０か月児健康診査 1,075人

1歳６か月児健康診査 1,137人

３歳児健康診査 1,150人

〇実施回数　　　 各健診とも月に２回実施

〇実施会場　　　 朝霞市保健センター

〇協力機関等　　 朝霞地区医師会（全ての健診の診察）

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

新生児訪問指導（おおよそ生後1・2か月児とその産婦）

乳児家庭全戸訪問指導（生後4か月児と親）

乳幼児訪問指導（乳幼児と親）

未熟児訪問指導（養育医療受給児とその親）

健診未受診児訪問（保健師等訪問分のみ）

〇訪問スタッフ 保健師または助産師

〇実施内容 対象者の各家庭を訪問し、下記の支援等を実施する。

・地域の母子保健サービス情報を伝える。 等

　乳幼児の健全な発育発達を図るため、乳幼児健康診査を行ったことで、疾病の早期発見及び育児支援に寄与する
ことができました。

〈事業名〉 乳幼児健康診査

〈概 　要〉 受診者数

朝霞地区歯科医師会（１歳６か月児健診、３歳児健診の歯科診察）

埼玉県歯科衛生士会（１歳６か月児健診、３歳児健診の歯科保健指導）

朝霞市図書館（４か月児健診のブックスタート）

〈事業名〉 母子訪問指導事業

〈概 　要〉 993件

29件

163件

54件

76件

・母親の育児相談に応じる。清潔・保温・感染予防などの生活指導を行う。

・栄養（母乳）の確立に向けて援助する。※育児用ミルク栄養も含む

事務事業名 乳幼児健康診査事業

事務事業名 母子訪問指導事業

　育児上、保健指導が必要と認める人に対して、保健師・助産師等による訪問指導を行ったことで、健康の
保持増進を図ることができました。

・児の発育発達を確認し。疾病を早期発見し、適切な処置を行えるよう指導す
る。新生児聴覚検査未実施者に対しては、検査の必要性と早期の受検を促して
いく。
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〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

【対象者】 次のいずれかに該当する乳児（１歳未満）

①出生時体重が2,000グラム以下

②生活力が弱く、医師が入院養育を必要と認めた場合

【給付実績】

給付実人数 65人

給付件数 159件

〈事業を行った成果・効果〉

〈主な事業の成果〉

子育て世代包括支援センター　 来所者数 1,267件

支援プラン作成者数 254件

産後ケア利用者数 31件

令和６年度支給世帯数：120世帯

妊娠時に５万円、出産時に５万円の「出産・子育て応援給付金」を支給しました。

出産応援給付金 1,244人 （妊婦）

子育て応援給付金 1,088人 （子ども）

〈事業名〉 未熟児養育医療給付事業

〈概 　要〉

〈事業名〉 妊娠・出産包括支援事業

〈概 　要〉

〈事業名〉 多子世帯応援給付金支給事業

〈概 　要〉

〈事業名〉 出産・子育て応援給付金支給事業

〈概 　要〉

事務事業名 未熟児養育医療給付事業

　入院を必要とする未熟児の医療費について、自己負担分を公費負担したことで、扶養義務者の負担軽減を図ること
ができました。

事務事業名 妊娠・出産包括支援事業

　令和５年度から伴走型支援と出産・子育て交付金、多子世帯応援給付金の支給を開始したことで、相談支援と経済
的支援を一体的に実施することができました。
　また、妊娠届出時に保健師等による全妊婦への面接を行い、必要に応じて支援プランを作成したほか、妊婦健診の
補助、産後ケア事業、新生児訪問指導、乳幼児健診などを実施し、妊娠期から子育て期にわたる一貫して切れ目のな
い支援を行い、専門家の支援が必要な場合には、早期介入し支援したことに加え、退院直後の母子の心身のケアや
育児サポート等を行ったことで、不安の軽減を図ることができました。

第３子以降のこどもを出産した家庭に対し、「出産・子育て応援給付金」として１０万円を支給すること
に加えて、市独自の施策として３０万円の給付金の支給を行いました。
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